
P1 ゾーニングシリーズ
● 使用時に製品が倒れるなど事故の原因になりますので、下に示す各条件

を必ずお守りください。制限範囲を超えたレイアウトに関して事故などが生
じた場合は、保証対象外となります。

●移転や移設、部品交換時の施工は、販売店にご依頼ください。

■基本レイアウト
＜クロスパネル・シェルフ・ホワイトボード・コートハンガー＞
● 自立が可能なL字型を基本にレイアウトしてください。  

単品では自立しません。（図13参照）
● 直線レイアウトはできません。

＜シェルフ・ホワイトボード・コートハンガー＞
● シェルフ・ホワイトボード・コートハンガーをご使用の際は、必ず両側安定脚を

使用してください。（図16、17、18参照）
● シェルフ、コートハンガーを2台連続で連結しないでください。本体の安定

性が悪くなります。（図19参照）

● シェルフ同士でのL字レイアウト、コートハンガー同士のL字レイアウトで使
用しないでください。本体が倒れやすくなります。（図20参照）

● シェルフとコートハンガーのL字連結はできません。本体が倒れやすくなります。
（図21参照）

● シェルフとコートハンガーの直線連結はできません。本体の安定性が悪くな
ります。（図22参照）

● シェルフとホワイトボードのL字連結、直線連結で使用しないでください。本
体が倒れやすくなります。（図23参照）
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●直線連結の長さは3600mm以下にしてください。
●短い方（=Ｌ2）はＷ900からレイアウトできます。（図14参照）
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● ２枚以上直線連結されたパネル端部には両側安定脚が必要です。  
またコーナー外側には、片側安定脚を取り付けてください。

●パネル２枚につき１個の両側安定脚を取り付けてください。（図15参照）

3600mm以下、W900のパネルは4枚以下。
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● コートハンガーを設置の場合、パネルの末端、コートハンガーの末端の両
方に両側安定脚を取り付けてください。（図18参照）

図18
クロスパネル（左）＋
コートハンガー （右）

両側安定脚

● シェルフ、ホワイトボード、コートハンガーは必ずL字型でお使いください。こ
れらを使用する場合は、ホワイトボード側、シェルフ本体側に両側安定脚を
必須で取り付けてください。（図16、17参照）
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クロスパネル（左）＋
シェルフ（右）
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クロスパネル（左）＋
ホワイトボード（右）
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NGの設置例

● 最長W7200mm（最大連結数：3連結）まで連結可能です。※W2800は2連結まで
●移転や移設、部品交換時の施工は、販売店にご依頼ください。
●120°タイプは2連結まで可能です。

Genela

＜スタンディングブース＞
●転倒防止をするため個室1台につき、片側安定脚を2個使用してください。
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収納家具・物品棚

●ハイベース
ハイベースでの単体置きは中間設置、壁付け問わず、必ず③壁または④床
への固定を適切に行ってください。（図11参照）
ハイベースへの床固定はハイベース用床固定金具をご使用ください。（図12参照）
中間置きでハイベースを使用される場合は、床固定金具の使用を推奨します。
ハイベースにラテラルファイリングキャビネットは設置出来ません。
※ハイベース用床固定金具は、P.389に掲載しています。

レイアウトと転倒防止対策まとめ

●横移動型家具の連結数の制限
　 横移動型家具により、使用者などが挟まれて「けが」をすることを防止する

ため、固定棚側は6連、移動側は5連を超える組合せはお受けできません。

■収納家具引出しの開閉
●ボールスライドレールを使用した製品
　 引出しを開閉する際は、全開・全閉することを推奨いたします。連続して引出

しを全開・全閉しないで使用された場合、レールの構造上引出しが全開しな
くなることがあります。
上記の事象が発生した場合は、引出しを全開状態の位置までゆっくり引出
してください。レールの動きが改善されます。

ハイベ－ス単体おきについて　説明図　100％使用

③壁固定

④床固定
（ハイベース用床固定金具）

ハイベ－ス単体おきについて　説明図　100％使用

③壁固定

④床固定
（ハイベース用床固定金具）
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❶�転倒防止対策のない壁面収納家具は、転倒による怪我の原因と
なります。必ず転倒防止対策を施した製品をご使用ください。
❷�壁面収納家具を施工後に移設したい場合は、必ず設置施工のメーカー
（とその販売店）にご相談ご依頼ください。設置施工のメーカー（とその販
売店）またはその指定業者以外の者が、移設施工した場合は、その移設
施工に起因する事故には一切の責任は負うことができません。

❸�壁面収納家具は大型で施工を伴う家具ですから、一般の置き家
具とは構造・体積など大きく異なります。十分に「取扱説明書」の
安全条項を確認厳守の程お願い申し上げます。

壁面収納家具の転倒防止について

収納庫設置基準 H＜1500 H≧1500

壁付け
通常ベース 〇 〇

ハイベース 〇 ※単体は床固定or壁固定必須 〇 ※単体は床固定or壁固定必須

中間
通常ベース 〇 ※単体は床固定必須 背合せ必須＋追加対策(横連結or床固定)

ハイベース 〇 ※単体は床固定必須 背合せ必須＋追加対策(横連結or床固定)

地震対策については別途対応が必要になります。
※判別式と合わせてご確認ください。
※ 奥行き340mmタイプは単体で使用せず、必ず転倒防止対策（床・壁固定、上下左右連結、荷

重ベースや安定ベースの使用等）を行ってください。

■システム収納庫レイアウト制限
●中間置き

オフィス内で間仕切りとして（壁面以外）中間置きをする場合は、安全のた
め転倒防止策を施してください。（背合わせ・床固定・その他地震対策）転
倒防止対策の一例を図9・10に示します。
移転や移設、扉部分交換時の施工は、販売店にご依頼ください。
高さ1500mm未満の場合、①背合わせ連結または②横連結での設置をし
てください。（図9参照）
単体で設置する際はハイベース、通常のベース問わず③床固定を適切に
行ってください。（図10参照）
1500mm以上の高さでの単体置きは危険ですのでおやめください。（図10
参照）
高さ1500mm以上での設置は①背合わせ連結の上、②横連結を行ってく
ださい。(田の字での連結）（図9参照）
高さ1500mm以上の設置で、横連結が行えない場合は①背合わせでの
連結の上、③床固定を適切に行ってください。（図9参照）

中間置きについて　説明図　100％使用
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単体での中間置き
単体で中間置きされる場合
は購入先にご相談の上、床
固定金具（別売）を取り付け
てください。

耐火金庫・防盗金庫
● 耐火金庫・防盗金庫の詳細については、P.433をお読みください。

ダイヤル錠保管庫
● ダイヤル錠の暗証番号が判らなくなった場合はご購入先の営業担当ま

たは販売店にご相談ください。お客様（管理者様）が暗証番号を検索・解
錠できる非常解錠キーをご用意（有償）いたします。ダイヤルキーの錠前
は簡易施錠につき、収納品の盗難については一切の責任を負えません
のであらかじめご了承ください。

ICカード錠保管庫
（Activelock ICライト、Activelock ICログ）
● 鍵として登録しているICカードを紛失などされた場合はご購入先の営業

担当または販売店にご相談ください。お客様（管理者様）が解錠できる
非常解錠キーをご用意（有償）いたします。ICカード錠の錠前は簡易施
錠につき、収納品の盗難については一切の責任を負えませんのであらか
じめご了承ください。

収納部などの施錠
●書庫、ロッカーなどに装備されている錠前は簡易錠前です。
　工具などによる破壊には耐えられず、また耐火性能も有しておりません。
　重要なものの保管には、防盗金庫、耐火金庫をご採用ください。
●扉や引出しをきちんと閉めた状態で施錠してください。
　施錠できなかったり、故障の原因になります。
●施錠されている状態で無理な力をかけて開けようとしないでください。
　施錠部などの故障の原因になります。
●予備のキーは、必ず別の場所に保管し、紛失しないようにしてください。
● キーを紛失した場合には、ご購入先の営業担当または販売店にご相談

ください。有償にて合鍵をご用意いたします。

製品のお買い上げにあたって

巻末03


